
高田援護室長の模型部屋（第２６回） 
 皆さん、あけましておめでとうございます！そして、ご無沙汰しておりました！今年も
沢山の模型を紹介できたら良いな・・と思います。防衛費(家計)と相談しながら装備を充実 
させていきます(笑) 
 
 年末年始はいかが過ごされましたか？私たち父娘三人は京都で年越し旅行をしました。
年越しを旅行で過ごすのは初めてじゃないかな？どこへ行っても沢山の旅行客で混んでい
ましたが、それもまた楽しい思い出になりました。今年の４月で二人とも中学高校3年生に 
なるので、来年の今頃は受験の追い込みシーズン！旅行どころじゃないですからね。 
  
 さて、新年最初に紹介する模型は・・・ 
 

 護衛艦「かが」です。 

 「かが」は海上自衛隊のヘリコプター搭載護衛艦で、いずも型護衛艦の２番艦になります。
詳しい性能等はホームページや関係書籍でお調べください。私は艦艇にはあまり詳しくない 
ので・・・ 
 
 キットはハセガワの１／７００ウオーターラインシリーズ(吃水線より上の姿を模型化した
もの)です。久しぶりに戦車以外を作ろうと思い、最近就役したばかりで話題のこの船を選び
ました。約４０００円のキットですが、説明書をよく読んだら約２０００円のエッチング 
パーツが別売りであるじゃないの！もう、我が家の防衛費を直撃です・・・(泣) 
 さらに、塗料として海上自衛隊艦艇色セットを購入し、更に６００円！もう泥沼です(笑) 



キットそのものはストレート組ですが、エッチングパーツの取り付けが一番時間を要しました。 

通常の護衛艦もカッコイイですが、飛行甲板がメインの護衛艦もスマートです。 

多くのヘリコプターや車両が積載できるので、災害派遣での活躍が期待できますね。 



 前と後から飛行甲板を見る・・・航空機が並んでいる姿は精悍な眺めです。模型だと空から
見た姿が簡単に見られるから良いですよね。 

洋上から見るとこんな感じですかね。実際に見たことが無いけど、迫力あるんだろうな・・ 



 「かが」の艦名が記された後部。ひらがな表記は日本海軍時代からの伝統です。後部左側に
搭載されているのが「ＳｅａＲＡＭ近ＳＡＭシステム」、右側が「ＣＩＷＳ２０ミリ機関砲」
です。形は似ていますが、左の「ＳｅａＲＡＭ」は発射機が箱状であり、ドーム色がグレーと 
なっています・・・わかりますか？ 

 数の多い手すりをエッチングパーツで表現しました。マスト周辺にも手すりが！階段にも！
くじけそうになりましたが、取り付け終わったときの充実感、そして完成後の精密感がたまり 
ません。でも、アップで見ると・・・まだまだ練習不足です。 
 
 艦艇模型のエッチングパーツは初めてだったので、こんなもんで勘弁してください。ゼリー
状瞬間接着剤を皿にとり、カッターの刃の先で掬って塗り、少しづつ取り付けていきましたが、 
これがまた時間がかかるんですよ。まさに忍耐力との勝負です。 



 艦載機格納庫のエレベーター裏は完成すると暗くて見えなくなりますが、このように 
シャッターが付いています。 

 甲板周囲に取り付けた乗員落下防止柵で
すが、常時取り付けているのはこの右舷側 
だけなんだそうです。 
 
 左舷側も全て取り付け終わった後、艦艇
に詳しい模型仲間から教えてもらいました。
航空機が離発着する場合は接触する恐れが 
あることから取り付けないんだそうで。
うーん、まだまだ勉強不足だぜ・・・ 
 
 ハセガワさんから発売されているこの
エッチングパーツ、折り曲げるところが加
工されているので、加工はかなり楽かと思 
います。でも、取り付けは・・・ 
あせってはいけません。 

 喫水線には、デカールで目盛りが表現されてます。うわっ、細かい！こんなこだわりの 
デカールを準備するハセガワ模型さん好きです。 



 キットには搭載用の航空機も付属されています。左上よりＳＨ－６０Ｊ、ＭＣＨ－１０１、
装備化が予定されているＶ－２２オスプレイまで！航空機の下部には機体番号と日の丸も 
ちゃんとマーキングされています。 

こんな光景が撮影できるのも模型ならでは(笑) 娘達がまた横で白い目で見てます・・・ 

航空機、発艦！ 



 同スケールの「戦艦大和」と並べてみると、ほぼ一緒の大きさなのがわかります。もし、 
「かが」を見る機会があれば「戦艦大和」の大きさをイメージできるのではないでしょうか。 

 航空機発艦後の「かが」も表現できます。戦車もいいけど艦もカッコイイ！私には年齢的に
無理ですが、若い方は海上自衛官となって「かが」の乗員になれるチャンスが！！ 
 

 さあ、興味をもったあなた！新潟地本では自衛官候補生等の募集を
受付ていますよ！ぜひ最寄りの募集事務所までご連絡を！！ 
 

 さて、今回はここまで。またお付き合いくださいね。 


